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が
鷺
起
工

式
終
る
 

明
年
中
に
完
成
予
定
 

待
望
の
市
民
会
胡
と
西北
五
し
尿
処
理
場
の
地
填
祭
な
ら
び
に
起
工
式が
市
民
会
舘
は
十月
二
＋よ
ル日
、
市
内
岩
木
町
五
小
校
跡
地
の
工
事
現
場
で

し
尿
処
理
場
は翌
三
十白
、
市
内
大
字
高
瀬字
一
本
柳
地内
の
工
事
現
場
で
そ
れ
ぞ
れお
こ
な
わ
れ
た
。
市
民
会
舘
は
総
面
積
三
一
〇
九
平
方
メ
ー
 

ト
ル
（
一O
一
〇
・
五
四
坪
）
の鉄
筋
コ
ン
ク
り
ー
ト
二
階
建
で
、
内
部
に
は
固
定
席
九〇
し
の
大
ホ
ー
ル
の
ほ
か
各種
集
会
量な
ど
あ
り
、
県
内

で
も
有
数
の
会
舘
で
、
総
工
費
は
七
七
五
〇
万
円
、
東
京
の
新
田
建
設
株
式
金
叫
が
建
設
し
ま
す
。
ま
た
西
北
五
し
尿
処
理
場
は
二
四
五
九
四
平
方

メ
ー
ト
ル

（
七
九
九三
坪
）
の
敷
地
に
加
温
消
化
方
式
の
し
尿
処
理
場
が総
工
費
八
五
〇
〇
万円
で
株
式
会
社
新潟
鉄
工
所
が
農
し

ま
す
。
 

欠
員
中
の
市
識
会
議国
補
欠
選
挙
は
十

八
日
市
長
選
挙
と
同
時
にお
こ
な
わ
れ

開
票
の
結
果
、前
田
健
遺
、
柳
原
与
四

郎
両
氏
が
当
選
しま
し
た
。
 

当
選
 
八
九

ニ
六
 

前

田
 
健
造
 

当
選
 
六
三
九
一
 

柳
原
与
四

郎
 

次
点
 
四九
八
七
 
石
岡
 
幸
一郎

二
九
一
二
 
高
柵
弥
左
工
門
 

投
票
率
 八
四

・
九
五
％
 

前
田

健
造

氏
の
略
歴
 

梅
田
宇
平
野
、明
治
」千
七
年
七
月
九

日
生
れ
、五
十
八
才
、
中
央
大
学卒

五
高
女
教
論
、梅
沢
公
民
舘
長
 

農
業
、
無
所
属
、
新
 

柳
原
与
四
郎

氏
の
略
歴
 

飯
詰
字
福
泉
、
大
正
五
年
二
月
一
百
生

れ
、
四
十
八
才
、
市
農
業
委
員
四
期
、
 

飯
詰
農
協
理
事農
業
、
無
所
属
、
新
 

O
万
円
で
二
四
五
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル

の
高
瀬
字
一
本
柳
地
内
に
建
設
レ
、
明

年
十
一
万
未に
完
尋

る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
．
 

同
し
尿
処
理
場
は
五
所
川
原
市
、
金
木

町
、
●
田
町
、
木
造
町
、
中
里
町
の
一

市
四
町
が
西
北五
衛
生
処
理
組
合
を
作

り
、
環
境
衛
生
施
設と
し
て
建
設
す
る

も
の
で
、
事
業
費
に
は
八
五
〇
O
万
円

を
か
け
、
そ
の
内
訳
は
関
係
市
町
分
拾

金
】
三
O
〇
万
円
（
五
所
川
原
市
印
％

木
造
町
（
一・
5
％
、
金
太
町
9
％
、
鶴

田
町
1
1・
5
％
、
中
里
町
7
%
）
補
助

金
二
五
〇
〇
万円
、
起
債
四
〇
〇
〇
万

円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

同
し
尿
処
理
場
は
加
温消
化
方
式で
一

日
の
処
理
能
力
は
七ニ
キ
ロ
（
四〇
o
 

石
）
と
な
り
、処
理
の
万
法
は
収
集
さ

れ
た
し
尿
を
投
入
摺
に
入れ
ら
れ
破
砕
 機

で
破
砕
し
、第
一
消
化
槽
で＋
五
日

間
消
化
作
用
を
お
こ
な
い
、要
一
消
化

槽
に
移
さ
れ
る
。第
二
消
化
槽で
更
に

十
五
日
間
消
化
作用
を
お
こ
な
いま
す

そ
の
警
一
五
倍
か
ら三
O
倍
の
清
水
で

う
す
め
ら
れ
、最
終
沈
澱
槽
に
送
ら
れ

ま
す
。
 

沈
澱
増
で
の
上
澄
み
の
水
分
は塩
素
滅

園
さ
れ
た
後
、放
流
さ
れ
ま
す
が
、
放

流
さ
れ
る
水
の
汚
れ
は
法
律
で
足
め
ら

れ
た
三
〇
P
P
M
で
絶
対
害が
あ
り
ま

せ
ん
。
 

消
化
槽
で
分
解
作
用
中
に
発
生
す
る
メ

タ
ン
ガ
ス
は
ガ
ニ
タ
ン
ク
に
収
め
られ

し
尿
を
加
温
す
る
時
の
燃
料
に
な
り
、
 

夏
の
期
間
は
こ
の
ガス
で
充
分
で
あ
り

冬
の
期
間
で
も
重
油
を
多
少便
う
程
度

で
す
．
 

市
議
補
欠
選
挙
 

氏
 

ロ一四
 

与
 

一
言
‘掌
『

も
り
I

、×
？
 

原柳
 

氏
 

造
 

健
 

田
 

前
 

一
一
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投
票
率
は
八
四
・
九
五
％
 

ち
せ
 

II
、
ツ
 

キ
ミ
エ

こ
と

ア
イ

ソ
ン
コ
 

調
査
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
務
を
お
こ
 

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 市

鳳
員
の
採
用
 

り
 

課
巻
 
」
議
縫
 

ノ
、
 

前
田

柳
原
両
氏
当

選
 
．
 

舞
「m
難
』
』
一
 

．
 

分
、
同
校
よ
 
中
平
井
町
5
7
 斉
藤

り
出
火
の
予
想
の
も
と
に
、
一
一九
番
 

寺
町
 

4
4
 佐
藤

の
電
話
で
消
防
署
に
通報
、
同
時
に
同
 
新
町
 

4
4
 角
田

校
在
霜
集
健
一
年生
か
皇
ハ
年
生ま
で
 

五
二
二
名
が
先
生

万
の
誘
導
で
校
庭

に
避
難
、
こ
れ
に

要
し
た
時
間
は
約

一
分
三十
秒
と
い

う
好
成
績
を
収
め

消
防
本
部
で
も
『
 

こ
の
ぶ
ん
だ
と
火

災
が
あ
つ
ても
大

丈
夫
」
だ
と
モ
の

敏
感
さ
を
ほ
め
て

い
た
．
な
お
同
日
 
一

は
市
消
防
署
か
ら
 
一

自
動
車
ポ
ン
プ
も

出
動
し
て
放
水
を

お
こ
な
つた
。
 
一
 

島
 
“
廷
 
を

お
こ
な
い
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。
 

‘、
 
ノ【
】
。
 
ぐ
z
』
十T一Q
J
 
工
 

で
細
難
議
鱗
糞
 

跡
 
避
護
響
終
醸
謡
でく

ださ
る
 

一
 

け
海弾
 
播
湾
1
4
 ほ
 

と
 
市

役
所
と
市
民
の
行
政
 

』プ
〈
‘
 運
絡
お
よ
び
市
機関
の

ク
．
 
総
合
調
整
を
し
て
い
る

課
 

の
が
、
庁
舎
の
畜
を

務
 
入
つ

て
右
側
の
通
路
を

午
m
 
進
み
、
一
番
奥
の庶
務
 

ー

・
課
で
あ
り
ま
す
 

E
‘

一
 
…
市
条
例
、
規
則
の
制
 

ー

ー
ー
 

定
改
廃
お
よ
び
諸
法
規

の
整
理
と
公
示
、
公
告
等
の
手続
き
、
 

公
印
の
制定
な
ら
び
保
管
、
市
議
A蓄

よ
び
諸
会
議
の
招
集
、
物
品
の
出
納
保

管
と
不
用
品
の
処
分
、
モ
の
他
用
度
に

関
し
て
の
事
務
、行
政
運
絡
等
の
事
務

を
し
て
お
り
ま
す
。
 

管
財
係
 

…
市
有
財
産
の
管
理
お
 

よ
び
市
有
財
産
の
登
録

登
記
な
ら
び
に
財
産
〈鼠
の
整
理
、
市

有
建
造
物
の
災
害
お
よ
び
自動
車
の
災

害
保
険
、
財
産
ま
た
は
営造
物
の
取得

管
理
の
総
自朋
整
、
財
産
区
の
総
括
等

の
事
務
を
お
こ
な
つ
てお
り
ま
す
．
 

i

ト
・
《
 
・
・市
勢
要
覧
の
編
さ
ん
 

ー

i
Iー
 
お
よ
ひ
五
年毎
に
●
自

一
斉に
行
わ
れ
る
国
”
調査
、
そ
の
他

の
指
定
統
計
調
査
等
、
国
勢
、
市
勢
の
 

山tJる
十
月
大
日
にみ
な
さ
ん
か
ら
児童
 

‘
】．
●
．
‘
●・
●●Y●
‘
》v●
●と
・《
り・
 

ー
 

市
立
松
島
小

一
 
学

校

（
校長
 

練
 
「
王
塗
」
氏
 

ー
 

画
 

か
知
熱
和
 

企
 

画
、市
の財
政

書
 
に
つ
い

て
の
仕
 

秘
 の
 
事
を
し

て
い
る
 

の
が
、庁
合
正
 

面
を
入
り
右側

の
通
路
を
進
ん
だ
一
一階
に
あ
る
秘書
企

画
課
で
す
。
 

秘
書

人
事
係
…
更
事
行
 

政
の
企画
と

調
査
、
職
月
の
採
用
か
ら
退
聴
ま
で
の

給
与
、
災
害
補
慣
、
職
員
の
研修
、
保

健
衛
生
、
勤
務
時
間
に
関
す
る
こ
と
か

ら
退
職
し
た
職
員
の
退
騒
金
に
至
る
ま

で
と
褒
賞
、表
彰
、
秘
書
に
関
す
るこ
 

《
岳
中
の事
務
を
取
り扱
つ
て
お
り
ま
す

企
画

係
・
市
長
の
指
針

と
な
る
 

一
般企
画
お
よ
び建
設
計

・

回
、
毎
月
市
民
の
み
な
さ
ん
に
配布
さ

れ
て
い
る
市
広
報
の
発
行
等
の事
務
を

取
り
扱
つ
て
お
り
ま
す
。
 

財
政
係
…
市

予
算
の
編
成
と
整
理
 

予
算
執
行
状
況
のと
り
ま

と
め
お
よ
び
調
査
、昭
和
」
干
四
年度

か
ら
指
足
さ
れ
た
財
政
再
建
計
画
、市

債
、
地
方
交
付
税
な
らび
に
財
政
事
情

の
公
表
等
市
の
財
政
の
す
ぺ
て
の事
務

を
取
り
扱
つ
てお
り
ま
す
。
 

引
続
き
五
所
川
原
市
に
住
んで
い
る方

で
す
。
 

職
業
指
導
講
習
会
 

中
央
公
民
舘
で
 

青
森
県
と
五
所
川
原
市
の
主催
、
五
所

川
原
市
母
子
福
祉
会
の
後援
で
母
子
家

庭
を
対
象
に
職
業
指
導講
習
会
を
十一
一

日
四
日
、
五
日
の
両
日
中
央公
民
舘
（
 

三
階
和
室
）
で
お
こな
わ
れま
す
、
 

講
師
は
浪岡
町
、
野
呂
倫
子
氏
で
調
習

種
目
は
吉
井
式
和
裁
早
縫技
術
で
す
。
 

な
お
受
講
者
の
携
打
品
は
筆
記用
具
と

昼
食
、
受
講
料
は
無
料で
す
。
 

“
 
島
所
会
頭
、
公
民
舘
運
営
協
議
会
長
、
 

五
中
校
長
等
多
数
が
集
ま
り
お
こ
な
わ
 

所
 れ
た
。
こ
の
市
民
会
舘
は
市
の
文
化
施

般
、
諸
会
合
施
設
と
して
の
面
か
ら要

望
さ
わ
て
い
ま
した
も
の
で
、
昨
年
つ

五
く
つ

た
新
市
五
カ
年
計
画で
は
昭
和
」
一
 

J
「
ー
 
起
工
式
は
午
前十
時
、
 

揺
 
五
小
校

跡
地
の
現
場
で
 

梅
一
灘
灘
 

め
市
関
係
者
い
商
工
会
 十

八
年
度
か
ら
着
工
す
る
予定
と
な
つ

て
お
り
ま
し
た
が
諸
会
合
施
設
に
乏
し

い
当
市
で
は
学
校
の
講
堂
か
剥
用
し
て

い
る
の
で
、
市
民
会
舘
建
設の
要
望
が

強
く
、
今
春
議
会
の
議
決
を
得
て
、
今

年
か
ら
着
工
す
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の

で
す
。
 

工
事
は
十
月
十
五
日
に
着
工
レ
て
お
り

明
秋
十
一
月
未
に
は
完
成
す
る
こ
と
に

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

設
計
は
東
京
の
商
建
築
設
計
事
務
所
が

あ
た
り
、
工
事
は
総
工費
七
七
五
〇
な
 

円
で
東
京
の
新
田
建
設
株
株
4
弁
」が
建

設
し
ま
す
。
 

同
会
舘
は
パ
ラ
ン
ス
ド
と
フ
1
メ
ン
式

の
鉄
筋
コン
ク
リ
l
ト
ー
肩
建
で
内
部

に
は
九
〇
O
人
の
固
定
席
を
持
つ
大
ホ
 

ー
ル
の
ほ
か
、集
会
室
、
会
臓
室
二
、
 

結
婚
式
場
、
四
八
丁
の
日
本
間
、
二
四

万
丁
の
日
本
間
二
、
図
書
室
な
ど
がそ

な
わ
つ
てお
り
ま
す
。
 

同
会
舘
に
関
す
る
経
費
は
今
蔀
起
債
で

内
部
施
設
を
ふ
く
み
、約
一
億
円
を
か

け
、
り
つ
ば
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
 

つ
て
お
り
ま
す
。
 

J
り
ー
 
一
方
翌
日
の
西
北
五
し

凋
 
尿

処
理
場
の
起
工
式
は
 

u
 

午
前
十
時
、
管
理
者
の

之
 
山
内
五

所
川
原
市
長
を

し
 
は
じ

め
関
係
町
長
、
工
 

・

ー
・
ー
 
事
施
行
者
の
新
潟
鉄工

所
県
公
衆
衛
生
課
長
、
 

五
所
川
原
保
健
所長
等
が
無
ま
つ
て
お

こ
な
わ
れ
た
。
 

こ
の
し尿
机
鐘
場
は
十月
十
五
日
、
株

式
会
社
新
潟鉄
工
所
が
総
工
費八
五
〇
 

市
福
祉
事
務
所
に
 

二
万
四
千
円
を
寄
附
 

青
森
市
の
田
中
と
め
さ
ん
 

市
福
祉
事
務
所
に
先
月
上
旬
、現
金
二
 
てお
り
ま
す
。
 

万
四
O
（
〕
。円
と
『
少
し
で
す
が
病
気
も
し
田
中
さ
ん
の
住
所
を
ご
存
じの
方

で
入
院
して
い
る
人
に
あ
げ
て
く
ださ

は
市
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡ね
が
い

い
』
と
手
紙
を入
れ
て
送
つ
て
来
た
人
ま
す
。
 

が
あ
る
。差
出
人
は
青
森
市
野
脇
八
、
 な
お
こ
の
金
は
才
末
助
け
合
い運
動
が

田
中
と
め
さ
ん
と
な
つ
て
お
り
、
市
福

は
じ
ま
つ
て
か
ら入
院
愚
者
に
送
る
こ

祉
事
務
所
で
は
田
中
さ
んあ
て
に
礼
状
・
と
にな
つ
て
お
り
ま
す
。
 

を
出
し
た
が
住
所
不
朋
で
か
え
つ
て
き
】
 

児
童
扶
養
手
当
証
書

審
査
終
り

ま
し
た
 

扶
養
手
当
証
書
の
提
出
を
い
た
だ
き
審

査
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
タ
響

査
も
終
り
、
み
な
さ
ん
に
証
書
をお
返

し
致
し
ま
し
た
が
、
次
の
方
々
の
住
所

を
探
し
か
ね
通
知
洩
れ
と
な
つ
て
お
り

ま
す
の
で
至
急
印
か
ん
（証
書
ん
捺
印
 新

し
い
基
本
選
挙
人
名
簿
の縦
覧
が
十

一
月
五
日
か
ム
千
九
日
ま
で
市
選
挙管

理
委
国
会
事
務
局
（
市
役所
内
）
で
お

こ
な
わ
れ
ま
す
、
 

来
年
は
県
議
会
議
員
、
市
議
会
識
員
選

挙
か
お
こ
な
わ
れ
ます
か
、
選
挙
人
名

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
レ」選
挙
権
が

あ
つ
て
も
投
票
で
き
な
い
こ
とに
な
り

ま
す
の
で
、
期
間
中
に
ご
覧に
な
つ
て

名
前
が
も
れ
た
り
、
不
密
な点
が
あ
り

ま
し
た
な
ら
係
員
に
お
申
し出
く
だ
さ
 

、
。
 

「
選
挙
人名
簿
に
記
載
さ
れ
た人
は
昭
和
 

「
山
」年
十
二
月
二
十
日ま
で
に
生
れた

一人
で
、
こ
と
レ
大
月
十
五
日
現
在
か
ら
 

〕
で
ま
十
月
 

）
で
は
十
月
 

一
 

.
！
一
！
 
■
．●
！
.
 

選
挙
人
名
簿
を
 

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
 

1
1月
5

日
か
ら
1
9日
ま
で
 

！
ー
 

 
ー
 
ー
ー
ー
ー

ー
ー
‘
ー
！

ー
 
ー
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ョ
「三
三
■■
三
圭
」
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【三
「
三
●里
三
■
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■
三
 

中
央
公
民
舘と
文
化
振興
会
議
表
 
叫

の
第
二
回
五
所
川
原
市
総
合
文化
祭
 
叫

は
ニ
日
か
ら四
日
ま
で
菊
花展
、
盆
 
叫

栽
展
、
賢

展
、
絵
画
展
、
生
貨
 
w
 

そ
れ
に
芸
能
発
表
会
、伝
統
芸
露
 
剛

表
会
、
お
茶
の
会
、短
歌
大
会
な
ど
 
岬

市
内
七
つの
会
場
にわ
か
れ
て行
な
 
小

わ
れ
ま
した
．
第
一
会
場
の
中
央
公
 
小

民
舘
で
お
 か

こ
な
わ
れ
 か

た
、恒
例
 
八
 

n
 

の
菊
花
慶
、八

盆
栽
展は
 
～
 

初
日
か
ら
 同

愛
好
者
の
 
田

人
気
集
 

叫

竿
一
い
ま
 叫
 

し
た
。
h
 心
 

、
 

年
は
キ
食
 
岬
 

の
盟
か
 
か

菊
花
の出
 
い

来
は
あま
 
仙

り
よ
く
な
 （
 

い
と
の
こ
 ”
 

と
だ
が
、
 ハ

丹
精
を
こ
 M
 

「
づ
ノ
 

め
て
つ
く
 
回
 

つ
た
見
と
と
な
大輪
中
輪
、
そ
れ
に
 
w
 

小
菊
な
ど約
「
百
点
が
出
品
さ
れ
ま
 
叫

し
た
。
審
査
は
二
日お
こ
な
わ
れま
 
叫

し
た
が
鉢
花
の部
で
大
江
戸
を
出
品
 
即
 

．
し
た
和
田
清
光さ
ん
（
武
田）
、
切
 
叩
 

．
花
の部
で
は
高
原
の
姿を
出
品
した
 
w
 

．
木
村富
選
さ
ん
（
市内
大
町
）に
そ
 r
 

■

れ
ぞ
れ
市
長
賞
が
贈
られま
し
た
。
 四
 

．
「
三三
■
●
三
三
」
．
．

三
三一
三
■
■
三
一
一
 
．

主
三
 

第2回総合文化祭 

菊花展などで賑う 

す
る
こ
と
が認
め
られ
ま
した
．
 
一
た
い方
は
農業
委
員
会2
R
た
ず
ね下

挙
権
があ
り
ま
せ
ん
．
 
一
 

な
り
ま
す
かg

れ
な
く
申
請
す
る
ょ

一
曹
」
二
〇二
番
の
電話
が
増設
に
 

会
社
に
す
るに
は
二
人
以
上と
な
つて
さ
い
。
 

選
挙
人
名
簿
調
整は
 

ら
に
し
て
く
だ
さい
．
 

な
り
ま
し
た
．
 

お
り
ま
す
か
ら
、一
世帯
で
も
夫
が
取
農
協に
田
畑
を
預
け
て
東
京
、北
海
道
 

締
役
社
長
、
妻
が
監
査
浸と
な
り
会
社
等
他
県
に
転
居
し
て
も
、預
け
た
田
畑
 

‘
・
ー
 

《
 
す
 

近
代
化
資金
も
最
商
一
千
万
円
ま
で
展
も
出
委

す
。
 

帯

納
者
ま

す
ぐ

的
人

を
 
を
し

て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
で
も
驚

協
経
曳
需
り
る
こ
と
が
田
来
ま
す
・農
協
に
預
けた
田
畑
の
小作
料
は
今
ま
 
，

、
ー
「？
 
ニ
 
ー
 
，

1
 
ノ
 

る
誠
意
の
な
い
‘胃
っ
い
て
は
葉
 

鰭
詳
」
」」
翼
籍
醜
雛
巽
」
軒

売るニと
盤
は

紺

戴
区
に
 

羅
」
騒
読
麗
鮎
 

盤
は

納

期
内
に
 

滞
納
者

は
す
ぐ
納
入
を
 

農
地

信

託
と
 

農
業
法
人
化
が

認
む
 

市 

農
 
業
 
委
 

員
 
会
 

す
く
なつ
た
り悪
い
‘コ
ム
は
ひび
わ
れ
一
年
ー二
年
と
考え
て
安
全
な
うち
に
早

し
た
り
して
危
険
で
す
。
 

一く
と
り
かえ
て
み
じ
め
な
事
故を
未
露

良
い
ゴ
ム
ホ

ー
ス
でも
モ
の
寿
命は
一
」に
防
ぎ
ま
し
よ
う
．
 

ー

●●
‘l●
．
“"
'
I!
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広
 

市
 

原
 

所
 

五
 

こ聖鷺蕪図 

ー
J
 

ー
 
ー
 
ー
 
ー
 

ー
 
ー
 
ー
 

妻
や
親
族
関
係
の
ない
年
雇
な
ど
は
選
簿
か
ら脱
落
しョ
す
と
選
挙権
が
な
く
 
五
番ま
で
のほ
か
に
あ
ら
た
に
三
一
〇
 

難
潜
験
響

総
携
 

『
「一
い
畦1
l
iり
，
一
‘．

，‘
、
‘ノ
 に
思
われ
ま
す
。
 

鷲
難
 

弘
窓
 

競
戴
鶏

鷲
新
しい
町内で
」
れで
一
心
は安
ムだ
」と
」引
 

】
一
 

当
初
に
く
ー

ー
ー
ー
「
，
 
ー
J
 ー
ー
ー
！
 

鵬
鷲
網
熊
躯擁
雑
 

プ
ロ
パ
ン

一
 に
よ
る
事

・・
！
 故
が
近
ご

て
‘
ろ
新
聞
紙
 

．
【
‘

・
一
 上
で
よ
く
 

を
ご
驚
鑓

（
 

ホ
 

の
滴
 
剖

馴

漢
唯
（
単
混
法
」
霊
沼
ゆ
 

刃
事
 

「
の
 

】
」
よ
つ

う
に
な
つ
 

わ
れ
る
よ
 

て
か
ら十
 ま

し
ト
」
．
 

加ら十
蘇
」『
鐘
昭
狸
零
 

そ
の
テ
ス
トが
ニ
十四
日
お
こ
な
わ
れ
 

ロ
難
難
襲
難
 

j
 
ガ
キ
が
十
1
3
26
ョ
、
一
一7F
ユ
4
37
1
、
 

・・
 
i
・
 
、ー

？
一
 貰
 
U
2
E
 ‘
吟斗
井
叱
‘）
」g
日
 

き

C
 個
 

一
月
十
五い
F
キ
ロ
5
4
83
、
ド
F
十
丁
6
5
 

が
郵

」
護
琴
癌
轄

1
8購
」
」
 

敬
鷺

繊
轟
織
 

末
広

町
に

消
火
栓
 

テ
ス
ト
結
果
は
上
々
 

い
ま
ま
で
消
火栓
も
な
く
、》
万
一
火災

の
場
合
には
不
便
を
感
じ
◇
ので
今
回

取
り
付け
た
も
の
。
 

こ
の
完
成で
佐
々
木
町
内
会長
は
「
い

ま
ま
で
消
火
施設
が
なく
、
万
一
火
事

で
も
あ
つ
た
ら
、
見
て
や
くだ
け
だ
、
 

し
て
お
りま
す
が
 を
保
護
し所
得
を
向
上さ
せ
よう
と
し

農
業
た
け
が
現
注
 て
い
ま
す
．
 

の
ま
ま
『盲
現
代

ま
に
、農
地
法
も
‘
年
七
月
一日
か
ら

社
会
か
ら
蔵
き
ざ

一
部
を改
止
し
、近
代
的
農
業の
推
進

り
に
さ
れ
、国
民
 レ」
所
得
の
向
上
を
は
か
る
よ
うに
し
て

の
中
で
一番
所
得
 お
り
ま
す
。
 

の
低
い
こ
と
に
な
 つ
ぎ
に
改
正
さ
れ
た
農
地
法
をご
紹
介

り
ま
、
・
。そこ
で
 い
た
し
ま
す
。
 

国
で
は
今
ま
で
の
の
従
来
の
農
地法
で
は
、田
畑
を
買
い
 
 

作
る
最高
面
積
の
制曙
な
く
な
り
、
 た
り
して
働
く
人が
な
く
な
り
田
畑
を

買
い
取
つ
た者
が
買
い
取つ
た
後
、自

ど
う
して
も
手
あま
レ
す
る
よ
うに
な

分
の
家
の
者
だ
け
で
耕
作
し土
地
を今

つ
た
時
、
農
協
に
預
け
るこ
と
が
出来

ま
で
より
も
つと
良
く
作
る
こ
と
が
出ま
す
。
こ
の
場
合農
業
委
員会
の
許
可

来
れ
ぱ
い
く
ら買
つ
て
も
よ
い
こ
と
に
は
い
り
ま
せ
ん
し
、
取
る
時
も
簡
単で
 

な
り
ま
し
た
。
 

あ
り
ま
す
。
 

③
昔
か
ら農
業
の
法
人
化
（会
社
）
は
農
協
に
預
け
る
最低
の
期
間
は
五年と

認
め
ら
れ
て
お
りま
せ
んで
し
た
が
、
 さ
れ
、五
年
を
過ぎ
る
と
展
富に
話
し

法
の
改
正に
よ
り
農
業を
会
社
組
識に
て
取
るこ
と
が
出
来ま
す
。
 

羅
鰻

醸
薮
器
齢

饗
て
いる
農
地
法
によ
な
」
」糞
目会
委
員
選
挙

入
名簿は
市
衡
馴
話
増
設
 

つ
て
い
る
大口
消
費
者
で
登録
を
して
る
売
買
の
手
続や
貸借
の
手
統
を
して
一
般
の
盤
牟
人名
簿
と
ち
が
つて
選
挙
市
役
所
の電
話
が
青
十

五
日
か
ら増
 

い
な
い
人
。
 
，
 

い
な
い
方
は
選
挙権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 の
直
前に
作
成
する
補
充
選挙
人
名
簿
股
さ
れ
ま
しに
．
 

こ
の
登
録
が完
全
に
な
さ
れて
こ
そ
不
同
居
の家
族
で
あ
つ
ても
内
縁
関
係
の
 の
制
度
が
あ
り
ませ
ん
の
で
、こ
の
名
い
ま
ま
で
の
二
一
一」
番
か
ら
二
一
一
 

い
た
いと
希
望
す
る
人
。
 

⑨
他
の
市野

か
ら
巽
通

帳
を
も
つ
現
在の
展
業
委民
は
来
年七
月
十
四日
 

て
き
た
が
、ま
だ
登録
を
して
い
な
い
 
で
任
期
澗
了
に
な
りま
す
。
 

人
o
 

市
農
業
委
員
会
事務
局
で
は
来
年
の
選
 

③
住
所
の転
周
で
便
宜
上
配給
所
を
変
挙
に使
用
す
る
名簿
を
つ
ぎ
の
要
領
で
 

更
し
た
い
人
・
 

費
し

ま
す
r
 

④
登
録
を
して
お
い
た配
給
所
か
らお
こ
の
撃
の

選
挙
権
のあ
る
人
は
五所

米
を
買
わ
す
、
他
の
配
給
所
か
ら
お
米
川
原
市
内
に
住
所
があ
り
一
反
歩以
上

を
買
つ
てい
る
人
o
 

の
農
地
か
耕
作
して
い
る
人
と
、
そ
の

⑥
以
前
農
寡で
あ
つた
が
、現
在
農
業
同
居
の
家
族
で
満
二十
オ
以
上
（
昭和

を
や
め
て
お
米
を
貿
つ
て生
活
し
て
い
十
八
年
三月
五
日
以前
に
生
れた
人
）
 

る
人
．
 

の
人
が
年
間
大
十
日
以上
耕
作
に
従
事
 

ら
べ
る
と

ニ
八
O
倍
 

と
い
う
驚
異
的
な数
字
が示
す
よ
う
に
 

も
の
で
す
。
 

ん
の
特別
の
ご
協力
に
よ
り
、九
月
末
諸
経
費な
ど
想
一
額
の
予
算
を
必
要
AJ
 

現
在
の納
入
成
積
は
現
年
度
分
九O
％

さ
れ
て
お
り
ま
すの
で
、
こ
れ
ら
の
諮
 

司
ぞ
「
月
0
 

滞
納
繰
鵬
分五
O
％
、
収
入
金
組
一
千事
業
計
回
を
円
滑に
、
し
か
も
適
切
、
 

勤

務
時
間
変

更
 

三
八
〇万
九
千
円
と
なつ
て
お
り
ます
迅
速
に
施
工
、実
施
す
るた
め
には
さ

市
役
所
の
動
務
時
間
が
十
一月
一
日
か
こ
れ
を前
年
同
期
と
比
較
し
ま
す
と
金
ら
に
多
く
の収
入
金
を
必要
と
す
るわ

ら
変
更
に
な
り
ま
した
。
 

欄
に
し
て
約
三
百
万円
の
増
収
と
な
っけ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
後
と
も
使
用

始
業
時
間
はい
ま
ま
でど
う
り
午
前八
て
お
りま
す
が
、ご
承
知
の
よ
う
に
本
料
の
納
ス
肥
っい
て
は
一
O
。
％
先
全

時
半
です
が
、終
り
が
午
俊
四時
ま
で
市
の
水道
施
霞
は
昭
和
二
年
当
時の
古
徴
収
を
目
標
に
、企
業
の
合
理
的
改
善

と
な
り
ま
し
た
。
 

い
ま
ま
にな
つ
て
お
りま
す
の
で
復旧

に
よ
る
運
営
の
伸長を
期
す
るJ
針
で
 

静

羅
競
装

い
滅
水
鷺お
澄
長
麟
器

税
税
鷲
 

・
・
ー
ー
ー
ー
‘
ー
 
う
団
如
、

原
』
被
協
者
か治
擦
、援
助
”
湖
 
資
 
康
 
月

【
》
 

I
イ
 
l
,
,，‘
・“
ニ
一
‘
、

l
I
 
I
I仙 β
「
 
，1
一
 
 
U
ン
 
1
一
，
 

月
に
 

各

て
い
奄
お
年
国つ
き
郵
便ハ
ガ
M
 

症
 
町

i
虻
 

火
事
は
 

築
諮
響
縄
携
鶏
監
加
〈
メ
．
 
定
稚
 
認
 

電
話
一
一九
番
 
「
携
陥
m濡
沿
浮
湾
論
 

固
剛
 
一
 

く
早
く
お
買
い求
め
する
よ
うに
し
て

下
さ
い
。
 

難
譲
懲
郵嚢
灘
鷲
「
臨
」
一
 

か
ぐ馴
示
割
ヒ
『劃
響
か
鵬
 
産
 

力
 
「
ィ
‘？
 

五
円
の
郵
日
、
輩

町
5
1
8加
日
、鎌
谷
町
5
1
8
 

H
 
に
h
」
 

・
更
、
ゲ
F
2
4日
、
新
町
6
m汚
日
、
柳
町
7
2
0助 

5
 

，
‘
一
 

一
王
ーョ
日
、
元
町
2
1日
、
田
町
8
92
7認
甘
、
 

よ
 
在
，
 

の
寄
附
金
涛
ぱ

2
72
8日
、
平
和
町
2
12
2日 

糾
〕甘
q
て
a
'.．
で
一
 

一
 

【
・
‘
・
ー
ー
川
 

・
 
．
 

仁‘!
.
 

殉

お
 

」
「
」
「
唯
暑

日
 

又
プ
 

が
、
こ
れ
、
 

一
 

は
社
会
福
、
 

訟
 

瑚
瑚
烹
 

【
 
一
 
限
 

h
 

日
 
h
 

時
代
の
流れ
に
よ
一費
欝
の
万
法
を
裟
え
よ
う
と
努
力
し
、
取
2

耕
作
す
る
面
積
の最高
が
」
天
①
田
畑
を農
協
嘉
じ

て
売
り
、ま
た
で
通
農
地
法
で
き
め
られ
た
小
作
料

水
道
料金
の
納
入に
っ
い
て
は
今
年
の
な
ら
び
に
改
艮
す
べ
き
工事
が
非常
に
壇
い
藩
鴻
隣
え

港
尾

m
 

割

靴
知

m
加
気
気

ご
釦

の
通
り
夢
基
本
〇
ア
ー
ル
っ
一
町
八反
歩
）
ま
で
と
噂
山
割
乞

が
出
来
ま
す
・
 
で
す
。
 

四
月
に
企業
弁
方
式

（
独立
採
算
制
多
く
、ま
か
給
水
引
用
地
域の
拡
大
に
陽
凄
冷
昭
，
く

万
針
で
目下
 

的
驚
加

窓

m
灘
靴
詔
勲
誉
加

房
業
和
て
おり
ま
拓
が
、4
後
は
田
畑
い劉

が
分家
し
。り
、娘
が算

つ
呈
が
整

さ
れ
た
農
地
法
の
主
な
る
馴
勲

し
嘉
ら
需
要者
のみ
な
さ
か
香
急
え
勲

気

撃
和

m
浦
「
違

け
一
 

米
 
1
1
 
月

2
1
 
日
 
か
 
ら
 2
5
 
日
 
ま
 
で
 

聯

」」
 
登

録
替
は
こ
の
機

会
に
 

米
穀
の
配給
登
録
は
原
則
と
し
て
消
費
自
由
な
く
お
米
を
買
うこ
と
が
田
来
るす
。
 

者
の
巾
出で
に
よ
り
受
け
つ
け
て
取
り
 の
で
す
。
 

し
か
レ
、こ
の
ヤ
ミ
米
は
検
査
をう
け

撃
っ
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
当
市
当
市
で
の
配
給
米
の買
上
は
毎月
三
、
 て
い
な
い
の
で最
近
、品
質
の悪
い
も

で
は
消
費
者
と
小
売
業者
と
の
親
しみ
〇
O
O
俵
で
、
ー
カ
年で
は
約
三
万
五
 
の
が
川
廻
つて
お
り
ま
す
。
 

を
深
め
るた
め
、
十
一
月
一干
一
日
か
O
O
O俵
（
一
五
トン
貨
車
で
一
一O
し
た
が
つ
て厳
重
な
検
査
を
っけ
た
品

ら
二
十
五
日
ま
で
米穀
阪
売
業
者
が
消
車
位）
と
な
つ
てお
り
ま
す
が
、モ
の
質
の
艮
い
、正
し
い
価
格
のお
米
を
消

費
者
の
家
庭
を
“簡
し
て
登
録
を
す
る
ほ
か
ヤ
ミ
米
も
相
斯
剰川
さ
れて
い
ま

費
す
る
た
め
登録
は
必ず
し
て
下
さ
い

よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
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配
給
所
か
ら
、お
米
を
買
い
る
よ
うに
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す
る
た
め
なさ
れ
た
も
ので
、
つ
ぎ
の
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状
態
の
万
は
登録
持
が
で
き
ま
す
。
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酢
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①
今
ま
で
どこ
か
の
配
給所
に
登
録
し
 

て
い
たが
別
の
配
給
所
か
らお
米
を
質
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